
Ｑ５ 平成１４年度から完全学校週５日制が実施されるそうで

すが，私の子どもは第２，４土曜日が休みである今でさえ

も何をしたらいいのか迷っています。文部省として何か

特別な取組を考えているのでしょうか？

Ａ 平成１４年度からの完全学校週５日制の実施に向けて，子ども

たちのための取組を進めています。

学校が休みの土曜日などに子どもたちが様々な体験活動を行え

るよう，平成１３年度までに地域で子どもを育てる環境を整備し，

親と子どもたちの活動を振興する体制を整備することを目指して

関係省庁の協力を得ながら緊急かつ計画的に取組を進めていくこ

ととしています。（「全国子どもプラン（緊急３ヶ年戦略」）

主な施策の内容は，次のとおりです。

子どもたちが近くの図書館や公民館に行けば，リアルタイムで

興味深い番組を見るこ と が で き る よ う に な り ま す。（「子 ど も 放

送局」の開設）

衛星通信により，毎週の学校休業土曜日などに，子どもたちが

集まる公民館，図書館，博物館，児童館等で，スポーツ選手や科

学者などが直接語り掛けるプログラムを提供します。

週末や夏休みの活動機会が，いつ・どこで行われているかの情

報がもれなく手に入るようになります。（「子どもセンター」の設置）

子どもたちの様々な体験活動などが，いつ・どこで行われるか

という情報誌を作成し，郵便局やコンビニなどに置き，タイムリー

に親や子どもたちに提供します。（全国の市・郡単位ぐらいに１，０００

か所程度を目標に設置することを目指しています。）（ Q６をご参

照ください。）
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子どもたちの学習機会の場が広がります。

下の図のような関係省庁と連携した共同事業をはじめとする子

どもたちの体験活動機会と場の拡大に努めています。

「子ども長期自然体験村」の設置

～農林水産省と連携～

「あぜ道とせせらぎ」づくりプロジェクト

～農林水産省と連携～

森林から学ぼう

「森の子くらぶ活動推進プロジェクト」

～林野庁と連携～

○夏季休業中に，長期の自然体験の機会をより幅広く子どもた

ちに提供する「子ども長期自然体験村」を指定します。

○子どもたちは，農家やユースホステル等に長期間（最低２週

間程度）宿泊して，自然体験，環境学習，農作業等の勤労体

験，レクリエーションなどを行います。

○子どもたちが農村の自然の遊びに親しめるよう，自然環境に

配慮して水路等の整備・保全を行う「あぜ道とせせらぎ」づ

くりを推進します。

※昔ながらの農村の水路を残し，子どもたちが，農村の水路で

魚つりや水遊びができるようにします。

○子どもたちが，森林を守る活動をしている森林インストラク

ター等に同行して，植林・下刈り等を体験します。

※子どもたちは，森林保全の苦労や森林が地域の生活環境や文

化の形成に深いかかわりをもっていることを直に体験するこ

とができます。

「子どもの水辺」再発見プロジェクト

～建設省・環境庁と連携～

「子どもの自由空間」創造プロジェクト

～建設省と連携～

「子どもパークレンジャー」事業

～環境庁と連携～

○「子どもの水辺協議会（河川管理者，教育関係者，環境部局等で

構成）」で地域の水辺を調査し，子どもの遊びや自然体験の場

に適した水辺を調査・選定し，全国約５，０００か所を登録します。

○選定した水辺については，可能な限り自然のままの水辺の利

用となるよう配慮し，必要に応じ整備を行います。

○地域の「子どもの自由空間」をつくるため，文部省と建設省

が協力して研究会を設置し，子どもの多様な遊び等について

検討します。

○検討後，子どもたちが時間を忘れて遊べるような都市公園の

整備・運営を行います。

○全国１１か所の国立公園で，子どもたちが国立公園管理官

（パークレンジャー）の仕事の手伝いをしながら，自然を守

る活動に参加します。

○子どもたちを「子どもパークレンジャー」に任命し，環境保

全活動や一般利用者指導活動等の自然体験活動を行います。

「子ども科学・ものづくり教室」の開催

～科学技術庁と連携～

「ふれあいサイエンス・プログラム」

～科学技術庁と連携～

「子どもの商業体験

～子どもインターンシップ～」の実施

～通商産業省，中小企業庁と連携～

○全国の公民館や科学館で，地域の教職員，職人，企業の技術

者等が行う「子ども科学・ものづくり教室」を開催します。

○子どもたちのための科学・ものづくり教室プログラムを充実

するため，実験シナリオやマニュアルなどを作成します。

○全国各地で，大学や大学共同利用機関が国立試験研究所や科

学系博物館等と連携し，子どもたちを対象として，最先端の

研究成果に直接触れることができるよう，科学実験体験，シ

ンポジウム，施設見学等を開催します。

○子どもたちが，身近な商店街で様々な職業（八百屋や洋品店

など）に触れることができる機会を提供します。

※子どもたちは，挨拶が人とのコミュニケーション作りに役立

つことや働く人の生き甲斐などを実際に体験することができ

ます。
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